
国道１３号 泉田道路
【毎日の通勤等の利便性・安全性の向上】
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○国道１３号では事故危険区間や主要渋滞箇所が多数点在し、泉田道路並行区間の死傷事故率や混雑度が高い。

○金山町民の約４割（約１千人）が新庄市方面へ通勤しており、その主な通勤手段は自家用車である。

○今回開通区間の整備により、所要時間の短縮や事故危険区間、混雑区間を回避でき、日常生活（通勤等）における

利便性・安全性の向上に寄与。

▼金山町からの新庄中核工業団地への通勤例

■新庄中核工業団地企業（通勤者）の声

資料：企業ヒアリング結果(R4.7)

出典：R2国勢調査

▼金山町の勤務地別通勤者の割合
（R2）
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新庄中核工業団地
総面積：207ha

(分譲済：201.8ha、分譲中：5.2ha)
企業数：57社
主な業種：製材業、自動車部品製造業、

運送業、建設業

最上地域北部から新庄中核工業団地へ通勤しているが、泉田道路の開通により、信号が少なくな
ることで通勤時間を短縮でき、自宅の滞在時間も長くなることに期待。

今回開通区間の整備により、通勤時間や休日の国道13号の混雑緩和に期待。
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▼金山町の通勤・通学
交通手段の割合（R2）

出典：R2国勢調査

▼国道13号（泉田道路並行区間）の
死傷事故率と混雑度
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出典：令和元年度版 事故危険区間マップ
（山形県道路交通環境安全推進連絡会HP）

▼金山町⇒新庄中核工業団地までの所要時間

出典：H27道路交通センサス昼間12時間平均旅行速度（上り）より算出
泉田道路開通区間は規制速度より算出

約９分短縮
（泉田道路で約４分短縮）
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出典：イタルダデータ（H29～R2）、H27道路交通センサス
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※山形県内国道13号の2車線区間平均
※混雑度1.0～1.25未満：昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が1～2時間ある状況

混雑度1.25～1.75：ピーク時のみの混雑から日中に連続的混雑が生じる過渡的な状況
（道路の交通容量より）

最上地域の一大生産拠点であり
最大の雇用の場

（令和3年4月時点：従業員数1,875人）
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